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総合福祉 Vol.1 2004-3 
5 
えていけるような、そういう教育のあり方を実現
していこうというのが、アナン事務総長の呼びか
けだったと思いますが、私は全く賛成でございま
す。 
総合福祉学部も、そう言う意味でも、知識を導
入して、そして短距離選手型の学生を養成するの
ではなく、しっかり基礎を学びながらも人間性を
豊かに、実習をしながら、これからの自分のあり
方を含めて人生を歩みながら、それこそ「実学に
勤め徳を養う」という学風をかみしめつつ、進ん
でいく学生を育成していくところであろうと思い
ます。私は、たまたまこの前、初めて総合福祉学
部の学生に講義をいたしました。その時感じまし
たことは、1つは学生が非常に真剣だということで
ございます。福祉を選ぶ学生は、往々にしてまじ
めな学生が多いのでありますが、まさに真面目以
上に真剣で、本当に瞳が光っているという印象を
受けました。そして、2番目にはお話もせずに、ほ
かの学科だと今の学生はよく話をするのですけれ
ども、話もせずに聴いてくれました。これは本当
に、この大学の学風だと思いました。そして最後
に、1回の講義でございますけれども、拍手を学生
がしてくれました。心が通じ合うものがございま
した。私は、総合福祉学部は本当にいい学生が集
まっていると思いました。 
今までお手本はないと言われている、人類社会
でこんなに人間が長生きしたことはないわけです
から、個人個人もお手本がなかなかみつかりませ
ん。それと同時に社会も、これが少子高齢化社会
だという教科書はございません。大事なことはつ
くり出していくことだと思うのであります。それ
こそ文化的にも、そして経済社会、心理・精神世
界のあり方の中にも学生が、どんどん実習期間を
活用しながら育っていく、その中で、それぞれコ
ースがございます。例えば、福祉援助とか、ある
いは心理とか、経営情報とか、いろいろあります
けれども、そういうコースがお互いに交流しあっ
て、日本の少子高齢社会を、まさに豊かな享受社
会としてつくり変えていく研究や学習を重ねてい
く、こういう学部として育っていくだろうと思い
ます。これは学問のあり方から言っても21世紀型
でございます。問題の必要から言っても、これは
長寿社会の中での、まさに必要不可欠の学問、教
育でございます。いずれにおきましても21世紀、
総合福祉のあり方をどう実現していくかの1つの
かぎが、私はこれから浦和大学の教育、研究に課
せられているなと思っている次第でございます。
どうぞ、今後とも浦和大学をますます良い大学に
してくださいますように願いまして、本文を終わ
りたいと思います。 
 
